
個人トータル表

女　子 令和6年6月2日 13:30 開始

決勝

10 21

60 12 16 75

12 23

26 15

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 宇 都 宮 瞳 月 16 1 6 1 1 * 4 高 島 彩 奈 20 2 4 6 2

* 5 時 永 琴 15 3 3 0 3 5 横 田 栞 奈 0 0 0 0 0 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

* 6 出 木 未 悠 16 3 3 1 5 * 6 隋 行 莉 咲 3 1 0 0 1 TeamA 12:49 18:08 26:11 33:49 : : : : :

7 川 西 彩 生 0 0 0 0 1 7 村 井 奈 央 子 0 0 0 0 0 TeamB : : 37:43 39:33 : : : : :

8 玉 谷 空 夏 - - - - - 8 平 野 葵 瑚 4 0 1 2 1

9 津 麥 未 遥 - - - - - * 9 竹 本 明 衣 4 0 2 0 1

10 壽 岡 未 渚 - - - - - * 10 佐 古 み の り 17 1 6 2 2

* 11 小 川 葵 1 0 0 1 3 11 大 成 彩 紫 5 1 0 2 0

12 舟 津 色 葉 - - - - - * 12 高 井 杏 菜 10 1 2 3 2

13 草 場 あ や ね 0 0 0 0 0 13 尾 上 こ と は 6 0 2 2 1

14 志 方 風 音 - - - - - 14 藤 川 千 紘 0 0 0 0 0

15 清 原 ひ な た 8 1 2 1 1 15 西 亀 帆 花 0 0 0 0 0

16 大 成 花 奈 - - - - - 16 長 原 そ ら 0 0 0 0 0

17 永 井 胡 桃 - - - - - 17 行 友 彩 月 6 2 0 0 2

* 18 川 原 瀬 波 4 0 2 0 2 18 大 谷 爽 雅 0 0 0 0 0

ｺｰﾁ 手 島 祥 平 0 ｺｰﾁ 寺 廻 唯 0

Aｺｰﾁ 平 垣 内 朋 子 Aｺｰﾁ 谷 口 未 聡

合　　　計 60 8 16 4 16 合　　　計 75 8 17 17 12

　　主審： 皆川義紀

　　副審： 三島彩

　　副審： 高梨保樹 戦評： 記録：
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比治山女子
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得点経過 県立広商 比治山女子

〔戦評〕県立広商VS比治山女子 スタート 県立広商＃4＃5＃6＃11＃18 比治山女子＃4＃6＃9＃10＃12

2024年広島県高校総体女子決勝は、9年ぶりの優勝を目指す県立広商と初優勝を目指す下級生主体の比治山女子の対戦となった。

1Q お互いマンツーマンDFでスタート。比治山＃12のリバウンドシュート、＃4の3Pシュートでゲームが動き出す。対する県立

広商は＃4のバスケットカウントで得点を返す。中盤、お互い激しいDFで守り合いの時間が続き、得点が入らない。県立広商は

＃6を起点としたオフェンスで得点を重ねるが、比治山女子はハーフコートOFから着実に得点を重ね、10−21で比治山がリードし

て1Q終了。

2Q 序盤、比治山女子はDFでプレッシャーをかけ、じわりじわりと点差を広げていく。点差が広がったところで県立広商は1回

目のタイムアウト。タイムアウト後、県立広商はDFをゾーンに変え反撃を試みる。県立広商＃5の3Pシュート、＃15のレイアッ

プで点差を少しずつ縮めていく。しかし、比治山は1Q同様の激しいDFと＃8がリバウンドを頑張り、主導権を渡さない。終盤、

お互いのDFが機能し、緊迫した展開が続き22−37で比治山女子が15点リードして2Q終了する。

3Q 比治山女子は、デザインされたセットプレイから＃10が連続得点を重ねる。対する県立広商は＃6、＃15が得点を取る。し

かし、比治山女子はDFの強度を上げ簡単に得点を許さない。お互い拮抗した展開が続き、残り3：49で県立広商タイムアウト。

タイムアウト後、県立広商は＃6が3Pシュート、バスケットカウントを決め、なんとか喰らい付いていく。一方、比治山は＃12

の3Pシュート、＃4のレイアップシュートが最後に決まり34−60とリードを26点として3Q終了する。

4Q 県立広商は＃15の3Pシュート、＃18のゴール下シュートが決まり点差を縮める。対する比治山女子は、アウトサイドからの

シュートがなかなか決まらず得点を取ることができない。県立広商＃5のジャンプシュートで点差を18点差にする。しかし、比

治山女子＃6の3Pシュートが決まり、再び点差を広げる。その後は激しいDFを展開し、両者とも得点を許さない。比治山女子＃

17の連続3Pシュートが決まれば、県立広商＃4が3Pシュートを決め返し、一進一退の攻防が続く。

県立広商はDFの圧力を強め、ミスを誘い、得点を許さない。県立広商＃5の3Pシュートが決まり点差を縮めたが、最後まで比治

山女子が安定したゲーム運びをみせ60−75で比治山女子が勝利した。

ベンチ、スタンドと一体となり、最後まで諦めることなく豊富な運動量で戦った県立広商には拍手を送りたい。

初優勝の比治山女子は、持ち味の丁寧なDFとハーフコートOFで８月に福岡県で行われるインターハイでの活躍に期待したい。
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